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（予報）オガサワラホソハマトビムシ（節足動物門： 

甲殻亜門：端脚目）の小笠原諸島弟島からの初記録

 富川　　光（広島大学 大学院教育学研究科）
 島野　智之（法政大学 自然科学センター）

要　　　約

オガサワラホソハマトビムシは、小笠原諸島固有のハマトビムシ科端脚類である。これ

までに父島と母島から記録されている（森野 , 1991 ; Morino and Miyamoto, 2015 ; 渡邉 , 

2017）。本種は海岸の打ち上げ海藻の下や内陸の森林に出現する。2015 年、第 2 著者は小

笠原諸島の土壌性無脊椎動物の調査を行い、弟島からオガサワラホソハマトビムシを初め

て採集したので報告する。

オガサワラホソハマトビムシ

Pyatakovestia boninensis Morino and Miyamoto, 2015

検討標本：雌 8.8 mm、2015 年 2 月 28 日、弟島の広根山トンボ池付近の低木林のリター

（図 1）から見つけ採り法で採集（27.182429° N, 142.188932° E ; 標高 14 m）。得られたサン

プルは 99% エタノールで固定・保存。体長は額角の先端から尾節板の基部までとし、背側

に沿って 0.1 mm 単位で測定した。
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図 1　弟島の広根山トンボ池と付近の低木林．


